
 

 

 

 

秋野菜の生育安定に「速緩エース」 
9 月に入り、秋野菜の栽培が始まっています。この時期は気象変動が激しく、  

安定した肥効を示す肥料が求められます。そこで今回は、硝酸化成抑制効果が  
高い新商品「速緩エース」をご紹介します。  

 
 1．速緩エースの特長  
 
 
 
 
 
         硝酸化成抑制材 2.4％使用  
 

速緩エースの硝酸化成抑制効果により、  
チッソ変化が緩やかになり、45 日頃から  
硝酸態チッソが増加しています。(図 1) 
そのため、肥効が長期間持続すると  
ともに、チッソ流亡も防止することが  
できます。  
さらに硝酸態チッソの速効性が合わさる  
ことで、定植後の初期生育促進と中盤  
以降も安定した肥効が期待できます。  
気象変動が激しい秋野菜の生育安定に  
今作は是非「速緩エース」を施用して   
ください。              図 1 硝酸態チッソ量の推移※弊社データ  

 
2．速緩エース施肥量（10a）  

 
 
 
 
 
 
 
 

公式YouTubeﾁｬﾝﾈﾙ＆LINE登録お願いします。  
ホームページURL https://www.takichem.co.jp/    
メールアドレスaguri@takichem.co.jp 

 
 ※この「多木肥料テクニカルニュース」は多木公式 LINE にも投稿しております 

硝酸化成抑制材無し  
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